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令
和
３
年
５
月
24
日
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
岩
手
本
所
会
議
室

で
第
７
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
書
面
議
決
書
の
提
出
を
基

礎
と
し
、
当
日
は
総
代
７
名
の
本
人
出
席
で
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
議
長
に
は
八
幡
平
市
の
立
花
和
男
総
代
が
選
任
さ
れ
、

慎
重
な
審
議
の
結
果
、
令
和
２
年
度
事
業
報
告
や
令
和
３

年
度
事
業
計
画
な
ど
、
全
14
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
・

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
総
共
済
金
額
１
兆
４
３
３
５
億
円
の
達
成

を
目
標
に
掲
げ
て
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
総
共
済
金
額

１
兆
４
６
１
２
億
円
、
目
標
達
成
率
で
１
０
１・９
％
の
実
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
収
入
保
険
で
は
２
２
２
０

経
営
体
の
加
入
を
目
標
に
掲
げ
、
２
４
４
４
経
営
体
の
加
入
実

績
と
な
り
、全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

関
係
者
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
１
月
に
か
け
て
県
南
部
を
中
心
に

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
や
建

物
・
農
機
具
の
破
損
な
ど
で
、
１
億
円
を
超
え
る
共
済
金
を
支
払

い
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合
の
事
業
運
営
実
施
体
制
の
改
善
計
画
の

議
案
を
提
案
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、総
代
の
み
な
さ
ま
を
対
象
に
、

地
域
セ
ン
タ
ー
ご
と
に
事
前
の
説
明
会
を
開
催
し
て
臨
み
ま
し
た
。

　

農
業
経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
農
業
保

険
の
役
割
は
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

「
安
心
の
未
来
」
拡
充
運
動
の
最
終
年
度
と
し
て
、
農
家
の
み
な

さ
ま
が
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
農
業
生
産
体
制
を
構
築

し
て
い
く
た
め
に
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
農
業
保
険
制
度
の
普

及
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
収
入
保
険
制
度
と
園
芸
施
設
共
済
の
さ
ら
な

る
普
及
と
、
令
和
３
年
産
で
廃
止
さ
れ
る
水
稲
共
済
な
ど
の

一
筆
方
式
か
ら
、
他
方
式
へ
の
円
滑
な
移
行
を
行
う
こ
と
に

注
力
し
、
運
動
目
標
「
す
べ
て
の
農
家
に
『
備
え
』
の
種
を

届
け
よ
う
」
の
達
成
に
向
け
て
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
ま
す
。

１　

農
業
者
の
経
営
展
開
に
即
し
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
提
供
（
令
和
３
年
度
総
目
標
共
済
金
額

１
兆
３
９
３
３
億
円
の
達
成
と
収
入
保
険
加
入
推
進

目
標
２
９
３
０
経
営
体
の
達
成
）

２　
推
進
体
制
の
構
築
・
整
備

３　
人
材
育
成
と
役
職
員
の
資
質
向
上

４　
事
業
運
営
基
盤
の
強
化

５　
広
報
・
広
聴
活
動
の
強
化

６　
引
受
計
画
と
実
施
方
策

７　
損
害
評
価
適
正
化
の
方
策

８　
損
害
防
止
事
業
の
実
施
計
画

９　
執
行
体
制
の
整
備

10　
予
算
統
制
の
方
策

11　
「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
」
に
お
け
る
実

施
体
制
の
改
善
計
画

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
定
款
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
（
賛
成
2
2
9
、
反
対
０
）

…
統
括
理
事
の
業
務
を
明
確
に
す
る
文
言
を
定

款
に
追
加

岩
手
県
農
業
共
済
組
合
事
業
規
程
の
一
部
変
更

に
つ
い
て
（
賛
成
2
2
8
、
反
対
１
）

…
農
作
物
共
済
の
全
相
殺
方
式
の
加
入
資
格
者

に
、
白
色
申
告
者
を
追
加
な
ど

令
和
２
年
度
事
業
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸

借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分
案

及
び
不
足
金
処
理
案
の
承
認
に
つ
い
て
（
賛
成

2
2
8
、
反
対
０
、
棄
権
１
）

…
４
ペ
ー
ジ
参
照

令
和
３
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
（
賛

成
2
2
8
、
反
対
１
）

…
４
、５
ペ
ー
ジ
参
照	

	
	

	
	

	
	

	

令
和
３
年
度
事
務
費
賦
課
総
額
及
び
賦
課
単
価

の
決
定
に
つ
い
て
（
賛
成
2
2
9
、
反
対
０
）

…
事
務
費
賦
課
総
額
10
億
9
2
4
5
万
円

令
和
３
年
度
役
員
報
酬
の
総
額
及
び
顧
問
の
報

酬
の
年
額
の
決
定
に
つ
い
て
（
賛
成
2
2
8
、

反
対
１
）

…
役
員
報
酬
1
9
8
0
万
円
以
内
、
顧
問
弁
護

士
報
酬
55
万
円
以
内

令
和
３
年
度
損
害
評
価
会
委
員
、
損
害
評
価
員
、

共
済
部
長
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
手
当

等
の
決
定
に
つ
い
て
（
賛
成
2
2
7
、反
対
２
）

…
損
害
評
価
会
委
員
（
審
議
委
員
・
調
査
委

員
）、
損
害
評
価
員
の
年
手
当
を
廃
止
し
て
評
価

手
当
な
ど
を
引
き
上
げ

特
別
積
立
金
の
取
崩
額
決
定
に
つ
い
て
（
賛
成

2
2
8
、
反
対
０
、
棄
権
１
）

…
取
崩
額
4
1
1
3
万
1
0
0
0
円
以
内
を

損
害
防
止
費
用
に
充
当
。（
収
入
保
険
に
移
行
し

た
組
合
員
も
対
象
）

余
裕
金
の
運
用
先
の
決
定
に
つ
い
て
（
賛
成

2
2
9
、
反
対
０
）

…
県
内
の
21
金
融
機
関

借
入
金
の
方
法
、
利
率
及
び
償
還
方
法
の
決
定

に
つ
い
て
（
賛
成
2
2
9
、
反
対
０
）

…
10
億
円
以
内
（
共
済
金
支
払
い
の
た
め
の
資

金
な
ど
）

損
害
評
価
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
賛
成

2
2
9
、
反
対
０
）

…
損
害
評
価
会
委
員
審
議
委
員
の
べ
1
1
0

人
、
調
査
委
員 

4
4
8
人
を
選
任
。

家
畜
診
療
所
運
営
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
賛

成
2
2
8
、
反
対
１
）

…
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
８
人
を
選
任
。

役
員
の
選
任
に
つ
い
て（
賛
成
2
2
8
、反
対
１
）

…
８
、９
ペ
ー
ジ
参
照

「
農
業
共
済
団
体
に
対
す
る
監
督
指
針
」
に
お

け
る
実
施
体
制
の
改
善
計
画
に
つ
い
て
（
賛
成

2
2
1
、
反
対
７
、
棄
権
１
）

…
６
、７
ペ
ー
ジ
参
照

全
議
案
可
決
・
承
認

第
７
回
通
常
総
代
会

農
業
保
険
で
農
家
経
営
を
支
え
る

よ
り
広
く
、よ
り
深
く
、

農
家
の
も
と
へ

「
安
心
の
未
来
」 拡
充
運
動
行
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

提 

出 

議 

案

総代総数… ………………………………230名
本人出席……………………………………… 7名
書面出席……………………………………223名
出席者合計………………………………230名
議決権数… …………………… 229（議長を除く）

総代会とは
　組合員の声を反映さ
せる実質的な最高意思
決定機関。組合員の代
表（総代）が出席し、理
事から提出された議案
を審議します。

議長をつとめた八幡平市の立花和男総代

新型コロナウイルス感染症対策のため、各地域センターの総代１名が代表として出席しました

菊
き く ち

地 一
か ず お

男
組合長理事

議 案
第 1 号

議 案
第 2 号

議 案
第 3 号

議 案
第 4 号

議 案
第 5 号

議 案
第 6 号

議 案
第 7 号

議 案
第 8 号

議 案
第 9 号

議 案
第 1 0 号

議 案
第 1 1 号

議 案
第 1 2 号

議 案
第 1 3 号

議 案
第 1 4 号

重
点
項
目

あ
い
さ
つ
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　農作物共済の水稲共済では、７月の断続的な降雨や低温、日照不足によって県内各地でいもち病が発生し、
一部地域では河川が氾濫して土砂の流入や冠水の被害が発生しました。
　園芸施設共済と建物共済では、令和２年１２月から令和３年１月まで断続的に雪が降り続いたことで、県南地域
を中心に雪害が発生。県央地域では、低気圧の影響による強風で風害が発生しました。さらに、建物共済では低
温により水道管が破裂する被害も発生しました。
　家畜共済の死廃共済では、心不全やダウナー症候群、肺炎、牛伝染性リンパ腫などで共済金を支払いました。

令和２年度実績 令和３年度計画

大 豆 引受面積
共済金額

179,922㌃
365,066,786円

164,720㌃
319,353,000円

ホップ 引受面積
共済金額

3,094㌃
106,259,010円

2,407㌃
79,203,000円

そ ば 引受面積
共済金額

36,516㌃
29,012,306円

21,830㌃
20,761,000円

蚕 繭 引　　受
共済金額

43.7箱
2,913,570円

30.9箱
2,075,000円

令和２年度実績 令和３年度計画

水 稲 引受面積
共済金額

4,061,739㌃
27,862,000,353円

3,521,340㌃
24,774,492,000円

麦 引受面積
共済金額

199,543㌃
432,186,066円

212,580㌃
482,142,000円

令和２年度実績 令和３年度計画

りんご 引受面積
共済金額

26,479㌃
684,002,000円

19,560㌃
359,874,000円

ぶどう 引受面積
共済金額

2,415㌃
47,253,000円

1,045㌃
20,637,000円

令和２年度実績 令和３年度計画
引受棟数
共済金額

22,085棟
6,701,850,717円

22,751棟
5,578,570,000円

令和２年度実績 令和３年度計画
引受棟数
共済金額

107,504棟
1,298,127,290,000円

102,910棟
1,243,641,330,000円

令和２年度実績
引受口数
共済金額

15口
15,000,000円

令和２年度実績 令和３年度計画
引受頭数
共済金額

406,981頭
47,611,258,391円

388,598頭
44,097,156,000円

令和２年度実績 令和３年度計画
引受台数
共済金額

27,975台
79,263,720,000円

27,910台
73,995,000,000円

畑作物共済

農機具共済

農作物共済

園芸施設共済

建物共済

保管中農産物
補償共済

家畜共済

果樹共済

 令和２年度 　　   令和３年度
事業実績 ・ 事業計画

令和２年度 業務収支決算 ・ 令和３年度 業務収支予算

合計
26億7,241万円

支払共済金

家畜
18億1,527万円

果樹
246万円

畑作物
1,757万円

園芸施設
1億3,960万円

建物 4億4,945万円

農機具 7,557万円 農作物 1億7,249万円

合計
28億8,843万円

組合員負担
共済掛金

家畜
7億5,649万円

果樹 
1,337万円

畑作物 
1,582万円

園芸施設 
5,844万円

建物
15億7,578万円

農機具
2億8,903万円

保管中農産物 4万円 農作物 1億7,946万円

①11億6,425万円

③3億4,696万円

④2億5,775万円

②8億1,061万円

　⑤3億9,916万円

①11億8,073万円

③3億8,423万円

④2億6,588万円

②8億3,542万円

⑤2億6,975万円

②2億8,712万円

③1億6,300万円

⑤4,373万円
④6,264万円

　⑥4億8,954万円

①19億3,270万円

②2億481万円

③1億6,424万円
④4,009万円
⑤3,630万円

⑥5億7,542万円

①19億1,515万円

①11億6,425万円

③3億4,696万円

④2億5,775万円

②8億1,061万円

　⑤3億9,916万円

①11億8,073万円

③3億8,423万円

④2億6,588万円

②8億3,542万円

⑤2億6,975万円

②2億8,712万円

③1億6,300万円

⑤4,373万円
④6,264万円

　⑥4億8,954万円

①19億3,270万円

②2億481万円

③1億6,424万円
④4,009万円
⑤3,630万円

⑥5億7,542万円

①19億1,515万円

①受取補助金…国などから交付される補助金
②事業勘定受入…任意共済の賦課金や損害防止事業の財源として特別積立金から取り崩した金額など
③賦課金…組合員から納入された賦課金
④受取利息…預金、有価証券等の利息収入
⑤その他…受託収入や雑収入など

令和２年度決算 29億3,601万円
　　　　　　　　　　国などからの補助金と賦課金が収入の8割超を占める

令和２年度決算 29億3,601万円

令和３年度予算 29億7,873万円

令和３年度予算 29億7,873万円

①人件費…役員報酬、職員給与手当の費用など
②業務費…会議に要する費用や共済部長、総代の報酬など
③施設費…車両や事務所施設の維持管理に要する費用など
④損害防止費…事故や被害を未然に防ぐために要する費用
⑤損害評価費…損害評価に要する費用および、損害評価員の手当など
⑥その他…通信費や消耗品費、広報活動に要する費用など

〈 収　入 〉

〈 支　出 〉

令和２年度共済掛金と支払共済金
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こ
の
ご
時
世
で
、

地
域
セ
ン
タ
ー
の
統

廃
合
は
や
む
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
が
、

こ
の
計
画
の
内
容
を
絵
に
描
け
な
い
部
分
が
、
不

安
材
料
と
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

検
討
段
階
に
入
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
令
和
６
年

の
統
合
時
に
い
き
な
り
ポ
ン
、
と
決
定
事
項
が
出

さ
れ
て
組
合
員
が
困
ら
な
い
よ
う
に
、
時
期
、
時

期
に
具
体
的
か
つ
丁
寧
な
説
明
を
し
て
、
令
和
６

年
を
迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

組
合
員
が
地
域
セ

ン
タ
ー
統
合
計
画
を

ま
だ
理
解
し
て
い
な

い
状
況
で
、
一
方
的

に
進
め
て
い
く
の
は
時
期
尚
早
で
は
な
い
か
。
ま

た
、
２
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
な
る
と
、
組
合
員
や
地

域
行
政
と
の
関
わ
り
が
薄
く
な
り
、
従
来
通
り
の

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い

う
不
安
部
分
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
12
月
か
ら
の
大

雪
に
よ
る
雪
害
で
は
、
地
域
に
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
、
迅
速
に
対
応
で
き
た
し
、
支
援
や

補
償
も
し
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

組
合
員
や
役
職
員
が
こ
の
計
画
に
関
し
て
、
一

つ
の
方
向
を
向
く
ま
で
慎
重
に
協
議
し
、
判
断
材

料
を
豊
富
に
し
て
、
具
体
的
な
改
善
策
を
提
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
周
知
の
方
法
で

す
が
、
広
報
紙
な
ど
だ
け
で
な
く
、
説
明
会
を
開

く
な
ど
丁
寧
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
北
部
地
域
セ
ン
タ
ー

は
、
新
し
い
事
務
所
が

で
き
て
６
～
７
年
く
ら

い
し
か
経
っ
て
い
ま

せ
ん
。
地
域
の
組
合
員
の
た
め
に
、
農
業
共
済
事

業
を
提
供
し
て
い
こ
う
と
い
う
と
き
に
、
国
か
ら

の
指
導
な
ど
が
あ
る
と
は
い
え
、
周
知
す
る
時
間

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
市
町
村
の
合
併
時
に
は
、

国
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
進
め
ま
し
た
が
、

合
併
後
、
中
心
部
は
栄
え
ま
し
た
が
、
統
合
し
た

市
町
村
は
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
セ
ン
タ
ー
の
統
合
は
や
む
を
得
な
い
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
場
に
混
乱
が
生
じ
な
い
よ
う
、

き
め
細
や
か
な
配
慮
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
残
す
職
員
数
に
あ
る
程
度

の
人
員
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

菊き
く
ち地 

一か
ず
お男 

組
合
長
理
事

　
セ
ン
タ
ー
統
合
計
画
の
内
容
は
、
総
代
会
の
議
決

を
経
て
、
県
を
通
し
て
国
に
報
告
し
ま
す
。
今
回
、
通

常
総
代
会
に
お
諮
り
し
た
内
容
は
、
具
体
的
な
改
善

計
画
を
再
来
年
ま
で
に
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か

を
総
代
の
み
な
さ
ん
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

役
職
員
間
で
検
討
し
て
い
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
で
す
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、
現
行
の
７
地
域
セ
ン
タ
ー
を

２
つ
の
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
、
残
り
の
５
地
域

セ
ン
タ
ー
に
は
当
面
の
間
、
現
在
の
職
員
の
３
割
程

度
を
配
置
す
る
予
定
で
す
。
業
務
と
事
業
量
の
状
況

を
見
極
め
な
が
ら
、
職
員
の
配
置
人
数
に
つ
い
て
柔

軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　
統
合
後
も
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
、
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
災
害
時
に
機
動
力
を

発
揮
し
て
、
統
合
先
の
事
務
所
か
ら
職
員
が
一
斉
に

損
害
評
価
を
行
え
る
体
制
に
整
え
、
共
済
金
の
早
期

支
払
い
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
合
ま
で
に
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
に
対
応
で
き

る
職
員
を
育
成
し
、
従
来
と
変
わ
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

　
改
善
計
画
の
具
体
的
な
内
容
は
、
逐
一
総
代
会
に

諮
り
、
令
和
６
年
４
月
１
日
の
統
合
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
共
済
関
係
者
な
ら
び
に
組
合
員
の
方
々

に
は
、
今
回
の
総
代
会
の
議
決
を
経
て
、
今
後
役
職

員
間
で
具
体
的
な
対
応
を
検
討
し
、
広
報
紙
な
ど
を

活
用
し
て
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

丁
寧
な
説
明
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

役
員
体
制

①
役
員
定
数
の
見
直
し　
　
　

　
高
齢
化
に
よ
る
離
農
な
ど
の
理
由
で
組
合
員
数
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
改
選
時
よ
り
役
員

定
数
を
理
事
19
人
、
監
事
３
人
に
見
直
し
ま
し
た
。

②
学
識
経
験
者
の
役
員
登
用

　
監
事
に
は
、
学
識
経
験
者
と
し
て
税
理
士
資
格
を
有

す
る
方
を
登
用
し
て
い
ま
す
。

③
総
代
定
数
の
見
直
し

　
組
合
員
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年

改
選
時
よ
り
総
代
定
数
を
２
３
０
人
に
見
直
し
ま
し
た
。

※
役
員
、
総
代
定
数
の
見
直
し
の
詳
細
は
、
令
和
３
年

１
月
発
行
広
報
紙
５
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

加
入
推
進
体
制

①
農
業
保
険
事
業
加
入
推
進
体
制
の
強
化

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
収
入
保
険
課

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政
や
農
業
団
体
で
組

織
す
る
「
農
業
保
険
加
入
推
進
協
議
会
」
を
組
織
し
、

関
係
機
関
と
一
体
と
な
っ
た
加
入
推
進
体
制
に
強
化
し

て
い
ま
す
。

②
農
業
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
農
業
共
済
事
業
の
展
開

　
平
成
30
年
度
か
ら
、
農
業
共
済
の
未
実
施
品
目
や
未

実
施
方
式
の
意
向
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

法
令
等
順
守
態
勢

　
平
成
27
年
の
一
組
合
化
時
よ
り
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
態
勢
の
確
立
に
向
け
て
、本
所
に
監
査
室
を
設
置
し
、

本
所
・
地
域
セ
ン
タ
ー
に
内
部
監
査
員
を
配
置
し
て
、

監
査
機
能
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
　

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化

　 

（
最
重
要
課
題
）

①
地
域
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合
、
組
織
機
構
の
見
直
し

　
安
定
し
た
事
業
運
営
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
が
必
要
な
た
め
、
令
和
５
年

度
末
ま
で
に
既
存
の
職
員
の
配
置
を
は
じ
め
、
部
署
の

統
廃
合
や
組
織
機
構
を
見
直
し
ま
す
。

　
ま
た
、
効
率
的
な
引
受
や
機
動
力
の
あ
る
損
害
評
価

を
行
う
た
め
、令
和
６
年
度
に
現
行
の
７
地
域
セ
ン
タ
ー

を
２
つ
の
基
幹
セ
ン
タ
ー
に
集
約
し
、
本
所
の
移
転
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
な
お
、集
約
さ
れ
る
地
域
セ
ン
タ
ー

は
当
面
の
間
、
利
活
用
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
中
部
・

東
南
部
・
宮
古
地
域
セ
ン
タ
ー
管
内
の
１
支
所
お
よ
び

３
出
張
所
は
令
和
３
年
度
中
に
閉
所
し
ま
す
。

②
業
務
費
の
見
直
し

　
業
務
経
費
の
支
出
に
あ
た
り
、
事
業
の
実
施
に
必
要

か
ど
う
か
、
費
用
対
効
果
か
ら
み
て
経
済
的
合
理
性
が

確
保
さ
れ
て
い
る
か
を
毎
年
検
証
し
、
合
致
し
な
い
経

費
は
速
や
か
に
見
直
し
ま
す
。

③
職
員
採
用
計
画

　
継
続
的
な
事
業
・
組
織
運
営
に
最
低
限
必
要
と
な
る

人
員
を
確
保
す
る
た
め
の
職
員
採
用
方
針
や
採
用
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
現
在
、
中
期
採
用
計
画
で
は
、
採
用

人
数
を
毎
年
度
４
人
程
度
と
し
て
い
ま
す
。

　
　

改
善
計
画
に
か
か
る
情
報
は
適
宜
お
知
ら
せ
し
ま
す

安
定
し
た
事
業
運
営
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に

　
近
年
、大
規
模
な
自
然
災
害
が
全
国
的
に
頻
発
し
て
い
る
状
況
下
で
、
N
O
S
A
I
団
体
は
農
家
の
み
な
さ
ん
の

農
業
経
営
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
農
業
保
険
の
安
定
的
な
事
業
運
営
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
通
常
総
代
会
で
提
出
さ
れ
た
議
案
第
14
号
の
実
施
体
制
の
改
善
計
画
を
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

1

2

4

3

一
関
市

二
戸
市

奥
州
市

熊く
ま
が
い谷 

郁い
く
お雄 

総
代

滝た
き
ざ
わ澤 　

進す
す
む 

総
代

阿あ

べ部 

清き
よ
し志 

総
代

答 弁

第７回通常総代会で出された意見

7 6NOSAIい わ て



　
役
員
改
選
に
伴
い
、
第
７
回
通
常
総
代
会
で
理
事
19
人
、
監
事
３
人
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
組
合
長
に
は
菊
地

一
男
氏
が
、
副
組
合
長
に
は
沼
田
弘
美
氏
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
農
業
保
険
の
さ
ら
な
る
普
及

に
全
力
で
努
め
ま
す
。
任
期
は
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
３
年
で
す
。

新
体
制
で
農
業
保
険
の
普
及
に
全
力

組
合
長
理
事（
再
任
）

胆
江
地
域
・
統
括
理
事

（
再
任
）

理
事（
新
任
）

監
事（
新
任
）

理
事（
再
任
）

理
事（
再
任
）

北
部
地
域
・
統
括
理
事

（
再
任
）

代
表
監
事（
新
任
）

理
事（
再
任
）

理
事（
再
任
）

副
組
合
長
理
事
兼
盛
岡

地
域
・
統
括
理
事（
再
任
）

磐
井
地
域
・
統
括
理
事

（
再
任
）

東
南
部
地
域
・
統
括
理
事

（
再
任
）

理
事（
再
任
）

監
事（
再
任
）

理
事（
再
任
）

理
事（
新
任
）

中
部
地
域
・
統
括
理
事

（
新
任
）

宮
古
地
域
・
統
括
理
事

（
再
任
）

理
事（
再
任
）

理
事（
新
任
）

理
事（
新
任
）

 

主
な
経
歴 

⃝
胆
江
地
域
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
胆
江
地
域
農
業
共
済
組
合　
　

 

組
合
長
理
事

⃝
岩
手
県
植
物
防
疫
協
会　
　
　

 

会
長（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
胆
江
地
域
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
胆
江
地
域
農
業
共
済
組
合
監
事

⃝
胆
江
地
区
保
護
司
会
理
事（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
岩
手
県
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
東
北
農
政
局
専
門
調
査
員（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
宮
古
市
職
員

 

主
な
経
歴 

⃝
竹
田
・菊
池
税
理
士
法
人　
　

代
表
社
員（
現
）

⃝
東
北
税
理
士
会
会
員（
現
）

⃝
民
事
調
停
委
員（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
松
川
土
地
改
良
区
監
事

⃝
岩
手
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
理
事

⃝
西
根
町
農
業
委
員

 

主
な
経
歴 

⃝
社
会
福
祉
法
人　
　
　
　
　
　

千
厩
寿
慶
会
理
事
長（
現
）

⃝
社
会
福
祉
法
人一関
市
社
会
福
祉
協
議
会

理
事（
現
）

⃝
農
事
組
合
法
人
フ
ァ
ー
ム
小
梨

理
事（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
岩
手
北
部
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
岩
手
北
部
農
業
共
済
組
合　
　

 

組
合
長
理
事

 

主
な
経
歴 

⃝
胆
江
地
域
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
奥
州
市
行
政
区
長

 

主
な
経
歴 

⃝
盛
岡
畜
産
農
業
協
同
組
合
理
事

（
現
）

⃝
株
式
会
社
森
の
寺
子
屋
塾　
　

取
締
役
会
長（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
盛
岡
地
域
農
業
共
済
組
合　
　

副
組
合
長

⃝
雫
石
町
農
業
委
員

 

主
な
経
歴 

⃝
盛
岡
地
域
農
業
共
済
組
合　
　

 

代
表
監
事

⃝
盛
岡
地
域
農
業
共
済
組
合　
　

 

副
組
合
長

 

主
な
経
歴 

⃝
磐
井
農
業
共
済
組
合
職
員

 

主
な
経
歴 

⃝
東
南
部
農
業
共
済
組
合
職
員

⃝
東
南
部
農
業
共
済
組
合
理
事

 

主
な
経
歴 

⃝
社
会
福
祉
法
人
仁
愛
会
監
事

（
現
）

⃝
社
会
福
祉
法
人
い
ち
の
せ
き
会

監
事（
現
）

⃝
株
式
会
社
滝
原
フ
ァ
ー
ム
取
締
役

（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
遠
野
市
議
会
議
員

⃝
東
南
部
農
業
共
済
組
合　
　
　

副
組
合
長

 

主
な
経
歴 

⃝
岩
手
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
改
良
同
志
会

会
長

⃝
陸
中
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
組

合
長

 

主
な
経
歴 

⃝
花
巻
農
業
協
同
組
合
会
長
理
事

⃝
J
A
岩
手
県
五
連
副
会
長

⃝
農
事
組
合
法
人
イ
ー
ハ
東
部
銀
河

監
事（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
宮
古
地
域
農
業
共
済
組
合　
　

 

組
合
長
理
事

⃝
川
井
村
議
会
議
長

⃝
宮
古
市
農
業
委
員

 

主
な
経
歴 

⃝
湯
田
町
議
会
議
員

⃝
全
国
指
導
農
業
士
連
絡
協
議
会

会
長

⃝
や
ま
に
農
産
株
式
会
社
常
務
取

締
役（
現
）

 
主
な
経
歴 

⃝
Ｊ
Ａ
新
岩
手
青
年
部
委
員
長

⃝
岩
手
県
農
業
農
村
指
導
士（
現
）

⃝
葛
巻
町
農
業
委
員（
現
）

 

主
な
経
歴 

⃝
石
鳥
谷
町
社
会
教
育
委
員
長

⃝
岩
手
中
部
農
業
共
済
組
合　
　

代
表
監
事

⃝
戸
塚
農
業
生
産
組
合
長 （
現
）

菊き
く
ち地 

一か
ず
お男（

奥
州
市
）

及お
い
か
わ川 

良よ
し
お男

（
奥
州
市
）

菊き
く
ち池 

俊し
ゅ
ん
じ二（

金
ケ
崎
町
）

長な
が
さ
わ沢 

雅ま
さ
ひ
こ彦（

宮
古
市
）

松ま
つ
う
ら浦 

保や
す
ゆ
き往（

八
幡
平
市
）

小お
の
で
ら

野
寺
洋よ

う
い
ち一

（
一関
市
）

小こ
さ
か坂 

源げ
ん
ぞ
う藏（

二
戸
市
）

後ご
と
う藤 

は
つ
お男

（
奥
州
市
）

杉す
ぎ
う
ら浦 

正し
ょ
う
じ治（

紫
波
町
）

長な
が
さ
わ澤 　

勉つ
と
む（

雫
石
町
）

沼ぬ
ま
た田 

弘ひ
ろ
み美

（
矢
巾
町
）

菊き
く
ち池 

清き
よ
た
か貴（

一
関
市
）

菊き
く
ち池 

利と
し
た
か孝（

遠
野
市
）

千ち
じ
ょ
う條 

幸ゆ
き
お男

（
一
関
市
）

竹た
け
だ田 

富と
み
お雄

（
盛
岡
市
）

菊き
く
ち池 

康や
す
の
り祝（

遠
野
市
）

堤つ
つ
み
な
い内 

武た
け
と人

（
洋
野
町
）

阿あ

べ部 

勝か
つ
あ
き昭（

花
巻
市
）

菊き
く
ち地 

政せ
い
き喜

（
宮
古
市
）

髙た
か
は
し橋  

明あ
き
ら（

西
和
賀
町
）

久く

ぼ保　

淳ま
こ
と（

葛
巻
町
）

藤ふ
じ
わ
ら原 

俊と
し
ゆ
き幸（

花
巻
市
）
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一
貫
経
営
で

ブ
ラ
ン
ド
豚
生
産

高
た か は し

橋 真
し ん じ ろ う

二郎 さん

て
い
ま
す
。
一
貫
経
営
は
、
普
段
の
作
業
工
程

が
増
え
て
し
ま
い
ま
す
が
、
高
い
繁
殖
成
績
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

毎
月
23
頭
前
後
の
母
豚
が
分
娩
期
を
迎
え
、

１
頭
あ
た
り
10
頭
の
子
豚
を
出
産
し
ま
す
。
母

豚
は
屋
外
に
放
牧
す
る
こ
と
で
足
腰
が
鍛
え
ら

れ
、
分
娩
時
の
事
故
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
い

ま
す
。

肉
質
の
良
さ
で
勝
負

　

一
般
的
な
白
豚
は
分
娩
か
ら
５
カ
月
前
後
で

出
荷
で
き
ま
す
が
、
黒
豚
は
成
長
が
遅
く
分
娩

か
ら
出
荷
ま
で
７
カ
月
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。「
肥

育
日
数
が
長
く
な
る
た
め
、
飼
料
の
コ
ス
ト
は

高
く
な
り
ま
す
が
、
そ
の
分
肉
に
う
ま
味
が
つ

き
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
な
豚
肉
よ
り
も
脂
肪

が
白
く
あ
っ
さ
り
し
て
い
る
の
が
特
長
で
す
」

と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
生
産
コ
ス
ト
が
か
か
る

分
、
販
売
単
価
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

肉
質
の
良
さ
は
消
費
者
に
好
評
だ
と
い
い
ま
す
。

　

真
二
郎
さ
ん
は
「
高
品
質
な
黒
豚
を
安
定
し

て
出
荷
す
る
に
は
、
繁
殖
成
績
を
維
持
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
後
継
の
豚
を
育
て
る
こ
と
は
、

肥
育
と
は
違
う
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
ね
。
10
年

後
を
見
据
え
て
、
新
し
い
血
統
の
導
入
も
検
討

し
て
い
ま
す
」
と
今
後
の
展
望
を
話
し
ま
し
た
。

作業は家族で分担して行っています。
左から次女の万帆さん、妻の雅子さん、真二郎さん、長女の千南さん

子豚舎から肥育舎へお引越し

放牧場で自由に過ごす母豚たち

大
自
然
に
憧
れ
て
岩
泉
町
へ

　

兵
庫
県
出
身
の
真
二
郎
さ
ん
は
、
動
物
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京
農
業
大
学
で
畜

産
を
学
び
ま
し
た
。「
初
め
は
茨
城
県
で
養
豚
場

を
経
営
し
て
い
ま
し
た
。
大
自
然
の
中
で
豚
を

飼
い
た
い
と
思
い
、
大
学
の
先
輩
な
ど
の
支
援

を
受
け
て
、
昭
和
63
年
に
岩
泉
町
に
移
住
し
ま

し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
「
現
在
、
約
１
２
５
０
頭
（
う
ち
母
豚
１
１
０

頭
）
を
飼
育
し
て
い
ま
す
が
、
養
豚
業
で
は
小

規
模
な
農
場
で
す
」
と
真
二
郎
さ
ん
。
養
豚
業

界
で
は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
生
産
コ
ス
ト
を
下

げ
る
た
め
に
、
農
場
の
大
規
模
化
が
進
め
ら
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。「
個
人
で
の
大
規
模
化
は

限
界
が
あ
る
と
考
え
、
小
規
模
経
営
で
も
高
収

益
が
見
込
め
る
よ
う
に
、20
年
ほ
ど
前
か
ら
徐
々

に
黒
豚
の
飼
育
に
切
り
替
え
ま
し
た
」
と
話
し

ま
す
。

一
貫
経
営
で
繁
殖
成
績
を
上
げ
る

　

同
社
で
は
、
繁
殖
か
ら
肥
育
ま
で
一
貫
経
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
飼
育
し
て
い
る
の
は
、

イ
ギ
リ
ス
原
産
の
純
粋
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
。
国

内
で
は
限
ら
れ
た
農
場
の
み
で
し
か
飼
育
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
後
継
と
な
る
母
豚
と
種
豚
の

育
成
が
重
要
に
な
る
と
い
い
ま
す
。「
自
農
場
で

育
成
し
た
種
豚
で
自
然
交
配
す
る
こ
と
で
、
農

場
外
か
ら
病
気
を
持
ち
込
む
リ
ス
ク
を
回
避
し

　
岩
泉
町
有
芸
の「
有
限
会
社
龍
泉
洞
黒
豚
フ
ァ
ー
ム（
高
橋
雅
子

社
長
）」で
は
、
肉
質
が
自
慢
の
ブ
ラ
ン
ド
豚「
龍
泉
洞
黒
豚
」を
生

産
し
て
い
ま
す
。
農
場
を
設
立
し
た
夫
の
真
二
郎
さ
ん（
67
）は「
小

規
模
農
場
で
す
が
、
繁
殖
成
績
と
肉
質
の
良
さ
で
勝
負
し
、
安
定

し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
す
。

岩泉町
有限会社龍泉洞黒豚ファーム

輝く岩手の農業人
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結いの大地 旬だより

　
室
根
総
合
開
発
株
式
会
社
が
運

営
す
る
「
十
割
そ
ば
処　
む
ろ
ね

庵（
藤ふ

じ
む
ら村
房ふ
さ
し
店
長
＝
62
歳
）」が
、

今
年
４
月
に
一
関
市
室
根
町
に

オ
ー
プ
ン
。
地
元
産
の
食
材
を
使

用
し
た
そ
ば
や
天
ぷ
ら
な
ど
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
同
社
の
小
山
安
男
さ
ん
は
「
そ

ば
の
風
味
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の

で
、
十
割
そ
ば
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
お
す
す
め
は
、
室
根
町
に
本

社
を
置
く
株
式
会
社
オ
ヤ
マ
の
銘

柄
鶏
『
い
わ
い
ど
り
』
を
使
用
し

た
『
い
わ
い
ど
り
海
老
天
ざ
る
蕎

麦
』
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
小
山
さ
ん
は
「
い
わ
い
ど
り
や

エ
ビ
、
野
菜
の
天
ぷ
ら
な
ど
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
食

べ
応
え
が
あ
り
ま
す
よ
。
冷
た
い

そ
ば
つ
ゆ
と
、
鶏
肉
の
入
っ
た
温

か
い
そ
ば
つ
ゆ
の
２
種
類
の
つ
け

汁
で
、
天
ぷ
ら
と
の
ど
越
し
の
い

い
そ
ば
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
「
新
鮮
な
ヨ
モ
ギ
は
、
香
り
が

い
い
で
す
よ
」
と
話
す
の
は
、
奥

州
市
水
沢
佐
倉
河
の
千
田
ト
シ
さ

ん
（
78
）。
地
元
で
生
産
さ
れ
た

ヨ
モ
ギ
を
使
用
し
て
よ
も
ぎ
餅
を

製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
千
田
さ
ん
は
、
平
成
19
年
に
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
製
作
し
た
餅
菓
子

「
ゴ
マ
ヒ
メ
」
で
岩
手
県
「
食
の

匠
」
に
認
定
さ
れ
、
そ
の
後
よ
も

ぎ
餅
の
販
売
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。

　
よ
も
ぎ
餅
は
、
自
宅
の
工
房
で

毎
朝
午
前
３
時
か
ら
作
り
始
め
ま

す
。「
一
日
に
産
直
に
２
個
入
り

35
パ
ッ
ク
、
地
元
の
ス
ー
パ
ー
に

３
個
入
り
10
パ
ッ
ク
を
卸
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
千
田
さ
ん
は
「
毎
日
一
人
で
作
る

の
は
大
変
で
す
が
、
市
内
だ
け
で

な
く
県
外
か
ら
も
反
響
が
あ
る
の

で
作
っ
て
い
て
楽
し
い
で
す
。
今
後

は
お
や
き
な
ど
も
作
っ
て
み
た
い
で

す
ね
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
二
戸
市
金
田
一
の
「
ゆ
き
は
な

Ｃ
ａ
ｆ
ｅ
（
小
林
延
行
代
表
＝
48

歳
）」
で
は
、
酵
素
玄
米
と
日
替

わ
り
総
菜
が
味
わ
え
る
「
お
ま
か

せ
酵
素
玄
米
プ
レ
ー
ト
」
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

　
酵
素
玄
米
は
、
玄
米
と
黒
豆
を

圧
力
鍋
で
炊
い
た
後
、
保
温
釜
で

３
日
間
熟
成
さ
せ
て
い
ま
す
。
妻

の
恵
美
さ
ん
は
「
玄
米
よ
り
栄
養

価
が
高
く
、
消
化
が
良
い
の
が
特

長
で
す
。
リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
く
好

評
で
す
よ
」と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　
以
前
、
炭
火
焼
居
酒
屋
を
営
ん

で
い
た
延
行
さ
ん
。「
総
菜
に
は
、

自
慢
の
炭
火
料
理
を
中
心
に
、
自

家
製
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
食
べ
る
サ

ラ
ダ
や
旬
の
食
材
を
使
っ
た
小
鉢

を
日
替
わ
り
で
提
供
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　

延
行
さ
ん
は
「
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
で
、
お
い
し
く
健
康

食
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

花
巻
市
大
通
り
の
「
Ｌリ

ッ

ト
ｉ
ｔ 

ｗワ

ー

ク

ｏ
ｒ
ｋ 

ｐプ

レ

イ

ス

ｌ
ａ
ｃ
ｅ
（
千
田

優
太
店
長
＝
29
歳
）」
は
、
花
巻

市
産
の
農
産
物
の
魅
力
を
地
元
の

若
い
世
代
に
知
っ
て
も
ら
お
う

と
、令
和
元
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
店
内
で
醸
造

し
、
店
舗
一
階
で
は
瓶
ビ
ー
ル
を

販
売
、
二
階
で
は
料
理
と
生
ビ
ー

ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
同
店
の
ビ
ー
ル
は
、
香
り
の
豊

か
さ
が
特
徴
の「
エ
ー
ル
ビ
ー
ル
」。

５
月
か
ら
、
同
市
産
の
リ
ン
ゴ
を

使
用
し
た「
ア
ッ
プ
ル
ヴ
ァ
イ
ツ
ェ

ン
」
を
販
売
し
、
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
。「
苦
味
が
少
な
く
て

フ
ル
ー
テ
ィ
な
の
で
、
ビ
ー
ル
が

苦
手
な
人
で
も
飲
み
や
す
い
で
す

よ
」
と
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　
千
田
店
長
は
「
地
元
の
食
材
を

使
っ
た
当
店
自
慢
の
ク
ラ
フ
ト

ビ
ー
ル
で
、
こ
れ
か
ら
も
花
巻
市

の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

いわいどり海老天ざる蕎麦（１，３００円、税込み）を手にする藤村店長 「毎日、一つ一つ丁寧に作っています」と千田さんおまかせ酵素玄米プレート　１,１００円（税込み） 「人気商品なので、お早めにお買い求めください」と千田店長
アップルヴァイツェン　１本７７０円（税込み）

▷JA 岩手ふるさと
　産直来夢くん
　奥州市水沢真城字杉の下５１
　℡０１９７-２６- ４１４１
▷営業時間
　午前９時～午後６時
　（1～2 月は午前９時～午後５時）
▷定休日＝毎月第２水曜日

▷ Lit work place
　花巻市大通り１丁目７- ４０
　℡０１９８- ４１-３０４９
▷営業時間
　午後５時～午後１１時まで
▷定休日＝毎週火曜日

▷ゆきはなＣａｆｅ
　二戸市金田一湯田59-14
　℡０１９５-２６-８１０５
▷営業時間
　午前１１時～午後４時
▷定休日＝毎週日曜、祝日

国道284号線沿いにある石の看
板が目印

▷十割そば処　むろね庵
　一関市室根町折壁字梅木14-2
　℡０１９１-６４-３８８８
▷営業時間
　午前１１時～午後２時
▷定休日＝毎週火曜日

地元食材たっぷりのそばを味わって 良い香り漂うよもぎ餅地元食材で健康食 店内醸造のクラフトビール

●

ゆきはなCafe

至
盛
岡

い
わ
て
銀
河
鉄
道

至
盛
岡

4
金田一温泉駅

★
緑風荘

馬
淵
川

●●

真城地区
センター

至水沢駅

至陸中折居駅

至水沢

至
前
沢
・
一
関

東
北
本
線 ★

真
城
小
学
校

4
JA岩手ふるさと
産直来夢くん

★
Lit work place

●

●

東北労金
花巻支店

ホ
テ
ル

グ
ラ
ン
シ
ェ
ー
ル

花
巻

花
巻
駅

297

至盛岡

至
北
上

東
北
本
線

二戸市 一関市 奥州市 花巻市
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７
月
か
ら
９
月
は
、
落
雷
に
よ
る
家
具

（
電
化
製
品
な
ど
）
の
被
害
が
多
く
発
生

す
る
時
期
で
す
。
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
建
物
共

済
「
住
ま
い
る
」
に
加
入
し
て
、
万
が
一

の
被
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

加
入
証
券
で
確
認
で
き
ま
す

　

住
宅
の
場
合
、
て
ん
補
（
補
償
）
範
囲

に
家
具
類
を
含
め
る
こ
と
で
、
落
雷
に
よ

る
電
化
製
品
の
被
害
を
補
償
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

家
具
類
が
補
償
に
含
ま
れ
て
い
る
か

は
、
加
入
証
券
で
確
認
で
き
ま
す
。

被
害
が
発
生
し
た
ら

①
加
入
者
か
ら
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

連
絡

②
壊
れ
た
設
備
や
電
化
製
品
を

職
員
が

※確
認
し
ま
す

※
修
理
ま
た
は
廃
棄
す
る
前
に
確
認
が

必
要
で
す
。

③
※落

雷
事
故
証
明
書
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す

※
落
雷
事
故
で
あ
る
こ
と
を
、
修
理
業

者
に
証
明
し
て
も
ら
う
た
め
に
必
要

な
書
類
で
す
。

※
確
認
時
に
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
の

で
、
記
入
ま
た
は
発
行
を
修
理
業
者

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

優
良
地
区
協
議
会
表
彰

盛
岡
地
域　
　
安
代
地
区
協
議
会

中
部
地
域　
　
小
山
田
地
区
協
議
会

胆
江
地
域　
　
広
瀬
地
区
協
議
会

磐
井
地
域　
　
萩
荘
地
区
協
議
会

東
南
部
地
域　
上
郷
地
区
協
議
会

北
部
地
域　
　
浄
法
寺
地
区
協
議
会

共
済
部
長
表
彰

盛
岡
地
域
【
表
彰
状
】

盛
岡
市	

吉　
田　
幸　
博

	

佐
々
木　
繁　
美

	

藤　
沢　
光　
雄

	

藤　
原　
妙　
子

	

日
野
杉　
英　
男

滝
沢
市	

桑　
原　
和　
男

	

千　
葉　
信　
夫

雫
石
町	

金　
沢　
賢　
蔵

	

松　
木　
　
　
茂

八
幡
平
市	

西　
田　
吉　
夫

	

関　
口　
善
美
智

	

中　
村　
政　
宏

紫
波
町	

戸　
塚　
秀　
一

	

畠　
山　
秀
一
郎

	

福　
田　
國　
幸

	

山　
田　
秀　
一

矢
巾
町	

佐　
藤　
盛　
敏

	

山　
本　
大　
介

岩
手
町	

三　
浦　
貫　
一

葛
巻
町　

	

寺　
畑　
勝　
吉

盛
岡
地
域
【
感
謝
状
】

盛
岡
市	

田　
上　
義　
則

	

佐　
藤　
安　
吉

	

熊　
谷　
利　
春

	

佐　
藤　
孝　
充

	

山　
屋　
幸　
彦

滝
沢
市	

工　
藤　
雄　
一

雫
石
町	

瀬　
川　
繁　
雄

	

角
津
田　
　
　
廣

	

櫻　
田　
久　
耕

八
幡
平
市	

畠　
山　
ミ　
サ

	

村　
井　
由　
美

	

工　
藤　
一　
美

紫
波
町	

熊　
谷　
靖　
弘

	

齊　
藤　
義　
雄

	

福　
山　
　
　
均

	

佐
々
木　
睦　
美

矢
巾
町	

戸　
塚　
春　
見

	

髙　
橋　
昭　
彦

岩
手
町	

山　
崎　
ク　
ニ

葛
巻
町	

外
久
保　
継　
吉

中
部
地
域
【
表
彰
状
】

花
巻
市	

小　
原　
昭　
男

	

髙　
橋　
浩　
一

	

瀬　
川　
武　
美

	

及　
川　
　
　
徹

	

新　
渕　
　
　
登

	

佐　
藤　
　
　
久

	

菊　
池　
安　
郎

	

高　
橋　
一　
広

	

佐　
藤　
裕　
顕

	

浅　
沼　
慶　
宣

	

小　
菅　
茂　
美

北
上
市	

菅　
原　
　
　
孝

	

千　
田　
就　
男

	

及　
川　
恵
理
子

	

田　
村　
栄　
吉

	

千　
葉　
賢　
一

	

髙　
橋　
一　
敬

	

佐　
藤　
忠　
範

西
和
賀
町	

山　
田　
武　
弘

	

髙　
橋　
良　
一

中
部
地
域
【
感
謝
状
】

花
巻
市	

鈴　
木　
則　
雄

	

阿　
部　
忠　
蔵

	

菅　
原　
　
　
勇

	

朝　
倉　
正　
義

北
上
市	

木　
村　
　
　
正

	

小　
原　
郁　
夫

胆
江
地
域
【
表
彰
状
】

奥
州
市	

菊　
地　
丈　
夫

	

白　
石　
　
　
一

	

石　
川　
正　
人

	

大　
友　
美
智
也

	

相　
原　
正　
明

	

小　
松　
　
　
誠

	

菊　
池　
　
　
隆

	

山　
内　
　
　
登

	

浅　
倉　
　
　
茂

	

菊　
池　
和　
男

	

今　
野　
正　
英

	

後　
藤　
　
　
貢

	

菊　
池　
　
　
勉

胆
江
地
域
【
感
謝
状
】

奥
州
市	

安　
倍　
孝　
好

	

渡　
邊　
正　
巳

	

千　
葉　
正　
行

	

梅　
原　
宣　
次

	

佐
々
木　
　
　
優

	

鈴　
木　
千
太
雄

	

青　
沼　
光　
也

	

小
野
寺　
み
え
子

	

伊　
藤　
久　
男

	

千　
田　
　
　
勤

	

飯　
森　
英　
善

金
ケ
崎
町	

齊　
藤　
春　
喜

	

馳　
田　
良
一
郎

	

松　
本　
朝　
男

磐
井
地
域
【
表
彰
状
】

一
関
市	

高　
橋　
昭　
一

	

阿　
部　
幸　
史

	

小
野
寺　
義　
廣

	

蘓　
武　
辰　
雄

	

吉　
川　
徳　
貞

	

菅　
原　
正　
博

	

沼　
倉　
壽
美
雄

	

千　
葉　
　
　
誠

	

関　
　
　
　
　
豊

	

鈴　
木　
昭　
悦

	

後　
藤　
凌　
作

	

千　
葉　
　
　
昇

	

佐　
藤　
久
太
郎

	

佐　
藤　
泰　
雄

	

小
野
寺　
　
　
賢

	

石　
川　
壽　
吉

	

三　
浦　
　
　
正

	

小　
野　
正　
弘

平
泉
町	

鳥　
畑　
義　
喜

	

岩　
渕　
孝　
夫

磐
井
地
域
【
感
謝
状
】

一
関
市　

	

小
野
寺　
直　
人

	

熊　
谷　
　
　
租

	

菅　
原　
一　
保

東
南
部
地
域
【
表
彰
状
】

遠
野
市　

	

菊　
池　
秀　
正

	

佐
々
木　
甲　
一

住
田
町　

	

佐
々
木　
郁　
男

東
南
部
地
域
【
感
謝
状
】

遠
野
市	

菊　
池　
正　
光

	

鈴　
木　
一　
久

	

菊　
池　
充　
広

宮
古
地
域
【
表
彰
状
】

宮
古
市　

	

佐
々
木　
睦　
夫

	

平　
　
　
勝　
正

宮
古
地
域
【
感
謝
状
】

山
田
町	
外　
舘　
嗣　
弘

岩
泉
町	

合　
砂　
あ
つ
子

北
部
地
域
【
表
彰
状
】

久
慈
市　

	

四
百
苅　
政　
勝

	

長　
内　
廣　
一

洋
野
町	

箒　
　
　
松　
夫

	

灰
玉
平　
　
　
正

野
田
村	

小
野
寺　
福
太
郎

軽
米
町	

山
野
下　
勝　
政

二
戸
市	

本　
堂　
春　
美

	

内　
沢　
　
　
進

	

田　
中　
則　
男

一
戸
町	

丸　
一　
満　
夫

	

大　
道　
不
二
夫

九
戸
村	

藤　
枝　
義　
博

北
部
地
域
【
感
謝
状
】

久
慈
市	

工　
藤　
文　
義

	

下　
舘　
　
　
靖

洋
野
町	

北　
川　
善　
幸

	

川　
崎　
誠
一
郎

野
田
村	

小
野
寺　
鶴　
松

軽
米
町	

高　
田　
和　
己

	

古　
舘　
壽　
郎

二
戸
市	

和　
山　
正　
雄

	

上　
野　
　
　
寿

	

田　
口　
英　
雄

一
戸
町	

久　
保　
義　
浩

九
戸
村	

小　
林　
繁　
男

　
建
物
・
農
機
具
共
済
の
加
入
推
進
意
識
を
高
め
る
こ
と
と
、
万
が
一
の
災
害
に
備
え
て
補
償

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
推
進
の
努
力
が
顕
著
で
他
の
模
範
と
な
る
優
良
な
地
区
協
議

会
お
よ
び
共
済
部
長
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
受
賞
し
た
地
区
協
議
会
お
よ
び
共
済
部
長
は
次
の

通
り
で
す
。
※
敬
称
略

令和
２年度

建物
共済

落
雷
に
備
え
ま
し
ょ
う

•てん補範囲の「家具類」の欄に「含」が記載されて
いれば、補償に含まれています。

•ボイラーやエアコンなどの建物と一体となったもの
は家具類ではなく「建物設備」として補償されます。

建物共済加入証券

  

総
合
共
済
に
ご
加
入
の
方
へ

被
害
の
申
告
漏
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

昨
冬
か
ら
の
大
雪
に
よ
り
、
県
内

で
は
多
く
の
建
物
に
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
雪
が
解
け
て
か
ら
被
害

が
見
つ
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

加
入
し
て
い
る
建
物
に
被
害
が
な
い

か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
被
害
発

生
か
ら
時
間
が
経
つ
ほ
ど
、
被
害
状

況
の
確
認
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
万

が
一
、
被
害
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
被
害
を
確
認
す
る
前
に
修

理
ま
た
は
破
損
部
材
を
廃
棄
し
た
場

合
、
被
害
状
況
が
確
認
で
き
な
い
た

め
、
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
自
然
災
害
は
総
合
共
済
で
な
い
と
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

営
農
状
況
を
確
認
し
ま
す

　

建
物
・
農
機
具
共
済
の
み
に
加

入
さ
れ
て
い
る
方
の
営
農
状
況
な

ど
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
加
入
の
際

に
、「
加
入
申
込
書
」
も
し
く
は
「
農

業
従
事
状
況
確
認
票
」
に
営
農
状

況
な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

建
物・農
機
具
共
済

優
良
地
区
協
議
会 

お
よ
び

共
済
部
長
表
彰

雷の電流が地面や電線から伝わって、電化製品が壊れることがあります
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使
う
ほ
ど
割
安
感
が
増
す

　
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（subscription

）

は
「（
購
入
）
予
約
」
を
意
味
し
ま
す
が
、

最
近
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
の
音

楽
・
映
像
の
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
月
額
利
用
な
ど
、「
一
定
期

間
内
の
定
額
利
用
」
の
意
味
で
使
わ
れ
て

い
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
や
リ
ー
ス
の
場
合
、

契
約
の
対
象
が
特
定
の
製
品
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
（
通
称

サ
ブ
ス
ク
）の
場
合
は
契
約
の
対
象
が「
一

定
期
間
利
用
す
る
権
利
」
な
の
で
、
製
品

や
サ
ー
ビ
ス
を
自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
サ
ブ
ス
ク
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
使
う
ほ
ど

割
安
感
が
増
す
、
初
期
費
用
が
か
か
ら
な

い
、
常
に
最
新
の
製
品
を
利
用
で
き
る
、

基
本
的
に
い
つ
で
も
解
約
で
き
る
、な
ど
。

一
方
、使
わ
な
く
て
も
料
金
が
発
生
す
る
、

利
用
期
間
が
長
く
な
る
と
買
い
取
っ
た
と

き
よ
り
も
コ
ス
ト
が
高
く
な
る
場
合
が
あ

る
、と
い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

解
約
時
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

　
サ
ブ
ス
ク
で
は
、
解
約
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
契
約
前
に

必
ず
解
約
方
法
を
確
認
し
、
解
約
に
必
要

な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。解
約
の
手
続
き
に
関
し
て
、

万
が
一
契
約
先
と
連
絡
が
と
れ
な
い
と
き

に
は
、
料
金
の
支
払
い
に
指
定
し
て
い
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
に
相
談
す
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

28年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横よ
こ
ふ
じ藤 

崇た
か
こ子

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン（
サ
ブ
ス
ク
）と
は
？

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

19

県内の総代さんを
紹介します

NOSAIの輪
　
「
さ
ん
さ
踊
り
を
始
め
て
58
年
、
地
域

の
子
ど
も
達
へ
指
導
を
始
め
て
50
年
に
な

り
ま
す
」
と
話
す
藤
原
さ
ん
。
盛
岡
市
の

「
乙
部
さ
ん
さ
踊
り
保
存
会
」
の
会
長

を
務
め
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
達
に
は
、
礼
儀
や
言
葉
遣
い
の

大
切
さ
も
教
え
て
い
ま
す
。
さ
ん
さ
踊
り

を
通
し
て
、
子
ど
も
達
が
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
に
は
、
県
の
推
薦
で
、
京
都

府
で
行
わ
れ
た
国
民
文
化
祭
に
参
加
。
総

勢
35
人
で
全
国
に
迫
力
の
あ
る
さ
ん
さ
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。「
観
客
の
方
々
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ

き
、
今
ま
で
練
習
し
て
き
て
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
し
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
「
さ
ん
さ
踊
り
を
辞
め
て
し
ま
う
団
体

が
多
い
の
で
、
指
導
を
通
し
て
岩
手
の
伝

統
芸
能
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

平成 20 年から使用している太鼓

藤
ふ じ わ ら

原 福
ふ く え い

栄さん（74）

盛岡市乙部　乙部43区

総代兼損害評価員11年

岩
手
の
伝
統
芸
能
を
盛
り
上
げ
た
い

診
療
所
通
信

TEL：0198-62-5322

岩手沿岸基幹家畜診療所

岩手県北基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033

TEL：0195-66-2506

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所

TEL：0197-25-6909

岩手県南基幹家畜診療所

TEL：0198-29-4122

TEL：0191-21-5666
磐井家畜診療所

中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依
頼は、急患を除き、原則として当日中
の往診はできませんのでご了承くだ
さい。

※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼す
ることはご遠慮ください。

※土日祝日は、急患の受付に限定させて
いただきますのでご了承ください。

岩手県北基幹家畜診療所
診療課
技術主査

尾 形 　 透

知
っ
て
得
す
る

熱
中
症
の
対
処
方
法
を

再
確
認
し
ま
し
ょ
う

診療の依頼や相談は
お近くのNOSAI家畜診療所へ

　
近
年
、
岩
手
県
で
も
夏
場
に
猛
烈
な
暑
さ

が
続
く
よ
う
に
な
り
、
人
と
同
様
に
牛
も
熱

中
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
牛
の
熱
中
症
は
、
乳
牛
と
肥
育
牛
に
多

く
み
ら
れ
、
適
切
な
処
置
を
し
な
け
れ
ば
死

亡
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
熱
中
症

の
対
処
方
法
を
再
確
認
し
、
暑
い
夏
を
乗
り

越
え
ま
し
ょ
う
。

効
率
よ
く
体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う

　
熱
中
症
を
発
症
し
た
牛
は
、
体
温
の
上
昇

（
40
～
42
度
）
や
呼
吸
が
速
く
な
る
、
口
を

開
け
て
呼
吸
す
る
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
西

日
の
差
し
込
む
夕
方
に
発
症
す
る
牛
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。
熱
中
症
を
発
症
し
た
場

合
に
最
も
必
要
と
な
る
処
置
は
、
体
を
冷
や

す
こ
と
で
す
が
、
効
率
よ
く
体
を
冷
や
す
に

は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　
簡
単
な
対
処
法
と
し
て
、
体
に
水
を
か
け

る
方
法
が
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ス
で
、
冷
水
を

長
時
間
流
し
か
け
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
そ
れ
で
も
良
い
の
で
す
が
、
そ
れ

が
難
し
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
一
旦
水
を
か
け
て
か
ら
、
し
っ
か

り
水
切
り
を
し
て
扇
風
機
の
風
に
当
て
ま

す
。
こ
れ
は
、
皮
膚
に
付
い
て
い
る
水
が
、

水
蒸
気
に
な
る
と
き
に
体
か
ら
多
く
の
熱
を

奪
っ
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
「
気
化
熱
」
を
利

用
す
る
方
法
で
、
人
に
も
同
様
の
応
急
処
置

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
首
か
ら
肩
に
か
け
て
扇
風
機
の
風
を
当
て

て
あ
げ
る
と
、
最
も
効
率
よ
く
体
温
を
下
げ

ら
れ
ま
す
の
で
、
呼
吸
が
落
ち
着
い
て
く
る

ま
で
何
度
も
行
い
ま
し
ょ
う
。
重
症
例
で
は
、

輸
液
な
ど
の
処
置
も
必
要
と
な
り
ま
す
が
、

基
本
的
に
は
体
を
冷
や
す
こ
と
で
全
身
の
状

態
は
か
な
り
改
善
さ
れ
る
場
合
が
多
い
で

す
。
症
状
が
落
ち
着
い
て
き
た
ら
、水
を
た
っ

ぷ
り
飲
ま
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
そ
の
ほ
か
の
処
置
と
し
て
、
肛
門
か
ら
水

を
入
れ
る
方
法
や
氷
水
を
飲
ま
せ
る
方
法
な

ど
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
粘
膜
を
傷
つ

け
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
処
置
を
行
う
前
に
、
身
近
な
獣
医

師
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

予
防
が
重
要
で
す

　
今
回
は
、
熱
中
症
を
発
症
し
た
場
合
の
牛

の
冷
却
方
法
を
重
点
的
に
説
明
し
ま
し
た

が
、
も
ち
ろ
ん
一
番
大
切
な
こ
と
は
熱
中
症

を
予
防
す
る
こ
と
で
す
。
牛
舎
の
風
通
し
を

良
く
し
、遮
光
す
る
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
、

牛
だ
け
で
な
く
牛
舎
で
作
業
す
る
み
な
さ
ん

も
熱
中
症
に
気
を
付
け
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の

暑
い
夏
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

　
亜
美
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
花
巻
大
槌

支
店
で
窓
口
業
務
を
担
当
し
、
４
年
目
に

な
り
ま
す
。「
初
め
は
、農
業
に
つ
い
て
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
し
た
」と
亜
美

さ
ん
。「
窓
口
対
応
を
し
て
い
る
と
き
に
、

農
家
さ
ん
と
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
話

を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
。
知
ら
な
い

こ
と
を
優
し
く
教
え
て
く
れ
る
の
で
勉
強

に
な
り
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

趣
味
が
ド
ラ
イ
ブ
の
亜
美
さ
ん
。「
今

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
出
か

け
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
が
、
収
束
し
た

ら
北
海
道
な
ど
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
」

と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

大
槌
町

な
で
し
こ黒く

ろ
さ
わ澤 

亜あ

み美
さ
ん

（21）

私
も
農
家
の
サ
ポ
ー
タ
ー
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こ
ん
な
時
は
早
め
の
連
絡
を

被
害
が
発
生
し
た
と
き

　
風
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ

か
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
お

よ
び
ハ
ウ
ス
や
建
物
、
農
機
具
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
被
害
を

確
認
し
ま
す
。

ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
の
変
更
や
建

物
の
物
件
、
農
機
具
の
機
種
な
ど

加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き

　

連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
お

支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

収
入
保
険
で
の
営
農
計
画
の
変
更

が
生
じ
た
と
き

　
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
は
、
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
速
や
か
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

家
畜
の
異
動

疾
病
傷
害
共
済

　
子
牛
の
出
生
や
導
入
な
ど
で
共

済
金
額
の
変
更
を
希
望
す
る
場
合

は
、
異
動
日
か
ら
２
週
間
以
内
に

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

変
更
前
の
付
保
割
合
や
異
動
日

前
後
の
家
畜
の
合
計
価
額
に
よ
っ
て

は
変
更
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

死
亡
廃
用
共
済

　

牛
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
制
度

（
以
下
、
ト
レ
サ
）
を
用
い
て
、

責
任
期
間
終
了
時
に
飼
養
実
績
を

確
認
し
ま
す
。
加
入
申
し
込
み
時

の
予
定
飼
養
頭
数
と
期
末
時
の
飼

養
実
績
と
の
調
整
事
務
を
行
い
ま

す
の
で
、
牛
の
異
動
な
ど
は
速
や

か
に
ト
レ
サ
へ
届
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

納
入
期
限
は
７
月
31  
日
ま
で

　
水
稲
共
済
の
掛
金
等
納
入
期
限

は
７
月
31
日
ま
で
で
す
。
期
限
内

の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
払
込
期
限
が
土
日
・
祝

日
に
あ
た
る
場
合
は
、
翌
営
業
日

ま
で
に
納
入
い
た
だ
い
た
も
の
が

期
限
内
納
入
の
取
り
扱
い
と
な
り

ま
す
。

加
入
を
受
付
け
て
い
ま
す

　
保
管
中
農
産
物
補
償
共
済
は
、

建
物
に
保
管
中
ま
た
は
乾
燥
・
調

製
等
の
作
業
中
に
農
産
物
が
自
然

災
害
や
火
災
、
盗
難
（
き
損
、
汚

損
を
含
む
）
、
運
送
中
の
事
故
で

被
害
を
受
け
た
と
き
に
補
償
し
ま

す
。
随
時
、
加
入
を
受
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
近
く
の

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

　
令
和
３
年
６
月
１
日
付
け
で
２

人
の
職
員
が
退
職
し
ま
し
た
。

■
岩
手
県
北
基
幹
家
畜
診
療
所

　
北
岩
手
家
畜
診
療
所

　
政
岡　
美
里
（
技
師
）

　
葛
巻
家
畜
診
療
所

　
小
屋
原　
俊
（
技
師
）

NOSAIか ら の お 知 ら せ

●
獣
医
療
の
現
状
と
獣
医
師
の
役
割
が
、

今
回
の
記
事
で
少
し
わ
か
り
ま
し
た
。

牛
乳
や
乳
牛
な
ど
は
、
大
変
な
努
力
で

支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

	
	

【
北
上
市　
O
さ
ん
】

●
若
い
世
代
、
特
に
女
性
が
活
躍
し
て
い

る
記
事
が
と
て
も
い
い
と
思
い
ま
し
た
。

田
植
え
機
や
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
乗
用

農
機
具
は
、
男
性
が
乗
る
イ
メ
ー
ジ
が

ま
だ
強
い
の
で
、
ど
ん
ど
ん
女
性
が
農

業
界
で
も
活
躍
し
て
い
る
記
事
を
扱
っ

て
ほ
し
い
で
す
。	【
奥
州
市　
S
さ
ん
】

●
表
紙
の
ご
家
族
、
と
っ
て
も
素
敵
で
す
。

私
も
家
族
で
種
ま
き
を
し
て
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
で
す
。	【
一
関
市　
K
さ
ん
】

●
若
い
世
代
が
農
業
を
し
て
い
る
記
事
を

見
る
と
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
若
い
人
達
を
ど
ん
ど
ん
紹
介
し
て
、

農
業
の
魅
力
を
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

	
	

【
平
泉
町　
S
さ
ん
】

●
い
つ
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

新
採
用
職
員
の
み
な
さ
ん
、よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。	

【
遠
野
市　
K
さ
ん
】

●
旬
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
宮
古
市

の
P
E
N
C
O
さ
ん
に
、
我
が
家
で

育
て
た
ナ
ガ
イ
モ
を
納
品
し
て
い
ま
し

た
！
ナ
ガ
イ
モ
の
ア
レ
ン
ジ
料
理
が
と

て
も
お
い
し
く
て
素
敵
な
お
店
で
す
。

	
	

【
宮
古
市　
N
さ
ん
】

●
わ
が
家
の
か
ま
ど
の
料
理
を
毎
号
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
で
忙
し
い

の
で
、
簡
単
に
パ
ッ
と
作
れ
る
料
理
の

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

	
	

【
野
田
村　
N
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

建物共済：落雷による被害が発生した場合は、○○事故証
明書の提出をお願いします。○○に当てはまる言葉をお答え
ください。（ヒント：14 ページ参照）
①雪害　②突風　③落雷

●応募方法
はがきに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
10名に図書カードをプレゼントします。
●応募締切　令和3年7月19日（当日消印有効）
●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
　　　　　　　NOSAIいわて「クイズ」係
●記　　入
①クイズの答え　②郵便番号　③住所　④氏名　⑤年齢　⑥電話番号
⑦NOSAIや広報紙への意見・感想・質問などご自由にお書きください。(氏
名を省略して本紙に掲載させていただく場合があります)
※応募によって得られた個人情報は、賞品の発送と広報紙作成の参考意見
とする以外の目的に利用しません。
5月号の答え

「①６」でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ?

今
月
の
表
紙

　雨上がりの青空の下、９㌶のキャベツ
畑が広がっています。今日は家族で、キャ
ベツの苗の定植作業をお手伝い。３人
は、お父さんから苗を受け取り、しっかり
と畑に植えました。
　いつも苗箱を洗う作業のお手伝いをし
ているという悠佑くん。「農業が好きなの
で、将来はお父さんの後を継ぎたいです」
と話しました。
　隆臣さんとたくみさんは「兄妹３人、目
標をみつけて、元気にたくましく育ってほ
しいです」と笑顔を見せました。

西舘 悠
ゆ う す け

佑くん（10歳） 直
な お き

輝くん（4歳） 
　　  陽

ひ な

菜ちゃん（1歳）

　押印を廃止する加入申込書などの一覧は、ホーム
ページに掲載しています。

詳しくはホームページをご覧ください

佐
さ さ き

々木  潤
じゅん

さん（42）

盛岡地域センター
盛岡・紫波支所
収穫共済課・副主事

澤
さわ

　菜
な つ き

月

雫石町でシイタケや
キクラゲなどを栽培。
主に盛岡市内の産直
やスーパーなどに出荷
しています

意
思
表
示
を
お
願
い
し
ま
す

加
入
申
込
書
な
ど
へ

岩手町五日市　西舘隆
たかおみ

臣さん、たくみさんのお子さん

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
組
合
に
提
出
・
組
合
か
ら
配
布
す
る
農
業
保
険（
農
業
共
済
、

収
入
保
険
）
関
係
書
類
へ
の
押
印
を
原
則
と
し
て
廃
止
し
て
い
ま
す
が
、
加
入
意
思
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
、
署
名
も
し
く
は
押
印
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

取材協力

　そういえば、世の中のいろいろ
な書類が押印廃止になっている
けど、ＮＯＳＡＩに出す書類はどう
なっているんだっけ？

 ＮＯＳＡＩ岩手　押印廃止 検索

　佐々木さん、ＮＯＳＡＩ
でも令和３年４月１日か
ら加入申込書などの書
類への押印を原則、

廃止していますよ。

　地域の共済部長さんが書類
の配布や回収を行う場合が
ありますので、組合員のみな
さんが書類の内容を理解して

いることなどの確認が
必要です。
　署名もしくは押印による
意思表示をお願いします。

　なるほど！でも、はんこが付い
ていないと共済に加入するかし
ないか、ＮＯＳＡＩさんはわから
ないよね？
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発
行

  岩
手

県
農

業
共

済
組

合
  発

行
日

  令
和

3
年

6
月

16
日

N
o.376

結
い
の

大
地N

O
SA

I
い
わ
て

パクチー	
３０㌘

牛肉薄切り	
１６０㌘

赤パプリカ	
４分の１個

春雨	
５０㌘

合わせ調味料（しょうゆ・酒各大さ
じ１、　　

砂糖大さじ２分の１、塩一つまみ）

ゴマ油	
大さじ１

白ゴマ	
大さじ２

材料 ( ２人分 )

パ
ク
チ
ー
た
っ
ぷ
り

牛
肉
チ
ャ
プ
チェ

パ
ク
チ
ー
の
香
り
で
食
欲
増
進

野菜ソムリエ上級プロ
  お は ら　      かおる

小原　薫
盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピを連載中。

❶ 

パ
ク
チ
ー
は
根
を
切
っ
て
、
５
㌢
の

長
さ
に
切
る
。
赤
パ
プ
リ
カ
は
縦
千
切

り
、
牛
肉
は
一
口
大
に
切
る
。
春
雨
は
お

湯
で
戻
し
、
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
４
等

分
に
す
る
。

❷ 

熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
ゴ
マ
油
を
入

れ
て
牛
肉
を
炒
め
る
。
赤
い
部
分
が
ほ

ぼ
無
く
な
っ
た
ら
、
ほ
か
の
材
料
を
加

え
て
炒
め
る
。

❸ 

ひ
と
混
ぜ
し
た
ら
、
合
わ
せ
調
味
料

を
回
し
か
け
て
、
汁
気
が
な
く
な
る
ま

で
炒
め
る
。

❹ 

皿
に
盛
っ
て
、白
ゴ
マ
を
ひ
ね
り
な
が

ら
た
っ
ぷ
り
と
か
け
る
。

　

合
わ
せ
調
味
料
を
一
気
に
入
れ
る
こ

と
で
時
短
に
な
り
、
水
分
が
出
す
ぎ
な

い
炒
め
物
に
仕
上
が
り
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

パクチーは、ビタミンＫとカルシウムを豊富に
含んだ野菜です。ビタミンＫはカルシウムを骨
に定着させる働きがあります。

パクチー

2
0
2
1

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
TEL：0198–23–5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町4-101

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net/




